
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政府の緊急事態宣言が解除され神奈川県内でも自粛を続けてきた諸活動が徐々に再開され始めました。我々JFIK

も 2 月ごろから活動休止を続けてきましたが、5月 29 日のオンライン月例会で再開に向けて以下のガイドライン

が提案されました。 

活動を再開するにあたり以下の項目を参考に個々のプログラムに応じた対策を立てるようにいたしましょう。 

 

JFIK 活動再開ガイドライン（案） 

１． 身体が普段と違う場合は、参加しない、させないようにする。 

２． 三密（密集・密接・密閉）を避ける。 

３． ソーシャルディスタンスの確保、マスクの着用を図る。 

４． 手洗い、手指の消毒に努める。 

５． 活動中も参加者の健康状態等をモニターし、声かけをするよう努める。 

６． 具合の悪い者が出た場合に備え、対応方針・別メニューを検討する。 

７． 場合によっては、活動中であってもプログラムを中断・中止する。 

８． 必要に応じて、活動後の健康状態をモニターする。               
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ヤブデマリ 四季の森公園   （撮影：福田 渉） 

 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  http://www.jfik.org/ 
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JFIK 活動 新型コロナウイルス対応 5 月 31 日時点 

  活  動 現 状 の 対 応 見 通 し 

森

林

保

全 

ヤビツの森 6 月 30 日まで自粛 7 月以降、状況をみて判断 

湘南の森 5 月 31 日まで自粛 6 月から再開 

さがみの森 3 月,4 月中止 6 月以降未定 

名瀬谷戸の会 5 月 6日まで自粛 6 月 6日から再開 

森

林

教

育 

自然を訪ねて 4 月,5 月,6 月中止 9 月以降、状況をみて判断 

自然を学ぼう 今年度は中止 今年度は中止 

四季の森公園      

 自然を訪ねて 8 月 31 日まで自粛 9 月以降は公園の意向に従う 

 特定植物 8 月 31 日まで自粛 9 月以降は公園の意向に従う 

 マスター塾 8 月 31 日まで自粛 9 月以降は公園の意向に従う 

受託観察会 当面活動自粛停止 委託先の方針に従う 

シニア大学 当面活動自粛停止 当面活動自粛停止 

ジュニア・フォレスター     

  7 月 1泊キャンプ ― 中止 

  10 月デイキャンプ ― 8 月頃に実施判断 

学校環境教育 5 月末時点で 3校から秋の実施依頼あり 6 月 1日より学校再開予定 

イベント参加      

  四季の森公園まつり 4 月 29 日中止   

  相模原桜まつり 4 月 4日,5 日中止   

そ

の

他 

月例会 2,3,4 月中止 5 月 web 会議で実施 6 月 web 会議で実施予定 

室内勉強会 2 月実施 3,4,5 月中止 6 月 19 日 web会議で開催予定 

山こい倶楽部 3,4,5 月中止 6 月以降、状況をみて判断 

森こい倶楽部 当面活動自粛停止 当面活動自粛停止 

鳥こい倶楽部 2 月実施、3,４,5 月中止 6 月中止・今期の活動終了 

 

 

  

JFIK 活動状況 
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寄稿①     「大好きなフィールド・車山」 

田口 愛子  

3 月からのイベントが中止になり、今年の春はとても長く感じました。今まで当たり前に参加していた観察会

などのイベントが、日常生活の大切な潤滑剤のようなものだったと気がつきました。爽やかな季節になってきま

したが、まだ暫くは辛抱の時。でも楽しいことを考えましょう。心は新緑の森へ、私の大好きなフィールド「車

山」の話をしたいと思います。 

車山（1,925ｍ）は長野県のほぼ中央にある霧ケ峰の最高峰。リフトがあり（冬場はスキー場）頂上まで簡単

に登れるのですが、頂上からは北・中央・南アルプス、八ヶ岳、浅間連峰、御嶽、乗鞍などの山々が 360 度一望

のもとに見渡せる草原の山です。 

車山を最初に旅したのは今から 20 年くらい前の秋です。計画していた八ヶ岳の登山が雨で中止になり、それ

でも歩きたくて高原へ。天気は小雨から土砂降りに変わり、登山道は水が溢れて川のよう。「沢渡」という場所

で飛び込んだ山小屋がとても居心地がよく、その後季節を変え何度も訪れるようになりました。 

車山の頂上から東に広がる草原は広大で、緩やかに伸びる丘陵の中に高層湿原や大小の森があり、春の訪れは

遅く今の時期の草原は一面ベージュ色、6 月になると少しずつ新緑が広がっていきます。夏から秋にかけて草原

を彩る高山植物は百花繚乱、種類が多く見事。冬は山小屋でスノーシューを借りて雪原を散歩、動物たちの足跡

探しに夢中になります。四季折々、この場所に来ると心がゆったりとし、時間がゆっくり過ぎていきます。 

霧ケ峰は 100 万年ほど前の火山活動によりつくられた火山台地で、昭和 30年代頃まで「放牧、採草、火入れ」

などを人為的に行っていたいわゆる二次草原。この里山的な管理が現在の広大な草原の景観を保っているそうで

す。山小屋のある「沢渡」から少し登ったところに「樹叢」と呼ばれる原生的な森があります。「樹叢」は火山

活動によりつくられた岩の集積した場所で、沢筋や凹地などにあるため、採草、火入れなど人の手が加えられる

ことなく本来の自然林に近い姿を残しています。明るい草原とは対照的に、夏でも鬱蒼とした森で岩は苔むして

重なり合い、ダケカンバの自在に曲がる枝をはじめ、オオヤマザクラの大木、コメツガ、ミネカエデ、ミズナラ、

オオカメノキなどの樹々が繁っています。広大な草原の中に「樹叢」が点在しており、これも車山の魅力です。 

 冬、雪の中を動物たちの足跡探しをしながら、麓の諏訪まで歩いたことがあります。「樹叢」を抜け、雪の草

原を歩き、落葉松の林を下り、途中バス通りに出て雪は無くなりましたが、何とも楽しい旅でした。 

旅ができない今ですが「大好きなフィールド・車山」を思い出すことで心が和らぎます。また旅ができる時が

来たら一番に行ってみたいと思っています。「春夏秋冬、いつの季節でもいいな」と楽しみです。 

  

 

      

 

 

 

 

 

 

         

 

寄   稿 

5 月の車山はベージュ色 ウスユキソウの仲間（7 月） 
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寄稿②  「コロナウイルスの影響で外出自粛の中」 

坂本 勝彦  

コロナウイルスの影響で、チョウの保全活動や泉の森の森 

林ガイドのボランティア活動の自粛により、休日は家の中で 

ごろごろ寝て過ごす日々に変わってしまいました。 

そんな中、運動不足を解消する為にお天気の良い休日はカメ 

ラを持って散歩することにしました。 

幸い歩いて行ける距離に、舞岡公園や小菅ヶ谷北公園がある 

ので、人ごみを避け、マスクをつけソ－シャルディスタンス 

に気を付けながら被写体を探します。 

いつもは蝶々目的で、遠征したり、蝶々ばかりに目がいっ 

てしまうので、歩いて行ける距離にジエビネ、キンラン、ギ 

ンランが自生していることやフデリンドウが群生していることに気がつきませんでした。 

花の写真を真面目に取り始めるとなんと難しい事か、被写体は小さいし、何処にピントをもってくれば綺麗 

に撮れるのか、特に小さな花が密集していると何枚撮つてもピンボケばかりで同じ場所に 1時間以上いる事 

もしばしば、いい暇つぶしにはなるのですが・・・。 

光の加減で花の色が飛んだり出なかったり、背景がゴチャゴチャしてイメージ通り撮れなかったりと花の写 

真を取っている人は凄い、レフ版やビニール傘、三脚等が必要なのかと思ったりして散歩しています。 

とはいえ小菅ヶ谷北公園では野いちごやサクランボがたわわに実り食べ放題でした。 

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

 

 

散歩途中に見られた花や虫 

【花】 

タチツボスミレ、ショカッサイ、キランソウ、フデリンドウ、ジエビネ、キンラン、ギンラン、 

タツナミソウ、アカバナユウゲショウ、ホタルカズラ、他 

 

【チョウ】 

ツマキチョウ、スジグロシロチョウ、モンシロチョウ、ヤマトシジミ、ツバメシジミ、ベニシジミ、 

アゲハチョウ、キアゲハ、クロアゲハ、ジャコウアゲハ、モンハアゲハ、カラスアゲハ、コミスジ、他 

 

【その他の虫】 

シオカラトンボ、クロスジギンヤンマ、ヤマサナエ、ナミハセイボウ、他 

舞岡公園（瓜久保入り口） 

舞岡公園（小矢戸の里） 舞岡公園（小矢戸の里） 舞岡公園（狐久保入り口） 
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ジエビネ 

アカバナユウゲショウ 

フデリンドウ タチツボスミレ ショカッサイ 

ギンラン キンラン 

タツナミソウ キランソウ 

ヤマザクラ サクランボ 

舞岡公園周辺で見られた花々 
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「クモのイト」 

著 者：中田兼介 

発 行：2019 年 9 月 26 日第 1 刷 

出版社：㈱ミシマ社 

価 格： 1,800 円＋税 

 著者は京都女子大学の教授で、クモがいる研究室はきらいだという学生

が多くじっくり研究できてよいが、クモの魅力の布教活動が功を奏して多

忙になっているようです。 

 本書の“はじめに”に書いているように、この本では「クモが私たち人

間とどうかかわってきたか、そしてクモとはどういう生き物か、後半はク

モの生き方について、人間とどう似ていてどう違っているか」が書かれて

います。個別のクモの説明はないので、クモを学習する前に特徴を認識す

るためか、もしくは学習してからまとめとして読んでもいいと思います。 

 著者はアリの研究をやって一段落したとき、クモに出くわしてそのかわ

いらしさに参ってしまい、勉強を始めたら知れば知るほど好きになってい

ったようです。クモの魅力は、その賢さと複雑さにあり、クモのイトに意図があるように思うと言っています。 

 面白かった内容を少しだけ紹介します。今までとは違う内容が新鮮です。 

・垂直に張られた円い網を張るクモは下半分が大きな網を張り、下を向いてエサを待つ。上を向いて網に止まる

クモは網の上側が大きくなっている。 

・飾り糸のある網は縦糸と横糸とも性質が違っていて、昆虫が見ることができる紫外線を中心に光をよく反射し

ます。これが昆虫には花のように見える。 

・天敵がまわりにいると思うと、クモは網を小さく張る。 

・セアカゴケグモのオスは、交接中にメスに食べてもらうために自分から口の前に身を投げ出す。そうすること

によりたくさんの子供を産んでもらい合理的。 

 この本を読んでクモに興味をもち、9 月の四季の森公園の観察会「自然を訪ねて～クモってすごい」に備えて

はどうでしょうか。 （獏） 

  

月刊ブックレビュー 
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会員異動 

＜5月度の会員異動＞ 

5月31日現在会員数158名 

 

月例会がweb会議で開催されました 

5月29日に月例会が初めてweb会議により開催されました。 

日 時：5月29日（金）18：00～20：00 

場 所：web上 

出席者：理事12名、監事1名、会員4名 計17名 

 

会費納入先のご案内 

会 費：メール会員 3,000 円、郵送会員 4,000 円 

 

振 込 先：横浜銀行 戸塚支店（359）  

口座番号：普通預金 ６１７４９１７ 

      名  義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会  

          （エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 
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掲 示 板 

オンラインミーティングを経験し

ました。案外簡単です。習うより

慣れろを体感しました。コロナ騒

ぎの後には、社会が大きく変わる

予感がします。（かじうら） 

編集後記 

毎年、この時期に通勤途中の道端

で見られる、ハコネウツギの花が

今年も咲きました。初夏を感じる

お気に入りの花の一つです。 

(松山) 


